




An exploratory study of parental expectations 






















































































































































































































感じてい�い 感じている 感じている 感じている
父親 男性 47 (44.3) 37 (34.9) 17 (16.0) 5 (4.7) 106 (100.0)
女性 60 (56.1) 30 (28.0) 14 (13.1) 3 (2.8) 107 (100.0)
母親 男性 35 (30.2) 38 (32.8) 31 (26.7) 12 (10.3) 116 (100.0)
女性 47 (40.5) 36 (31.0) 21 (18.1) 12 (10.3) 116 (100.0)
父親 息子 25 (23.6) 34 (32.1) 38 (35.8) 9 (8.5) 106 (100.0)
娘 20 (18.0) 45 (40.5) 38 (34.2) 8 (7.2) 111 (100.0)
母親 息子 17 (17.3) 54 (55.1) 23 (23.5) 4 (4.1) 98 (100.0)
娘 19 (18.8) 49 (48.5) 26 (25.7) 7 (6.9) 101 (100.0)















（χ2（1, N＝212）＝10.18, p<.01）、女性と娘（χ2（1, N＝218）＝33.97, p<.001）、母親について男性と












































����� ���� 記述� 年�� 15-19歳 20-24歳 25-29歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳
 1-子のための思い 子どものため、子どもの高評価、 幸せになってほしい、 男性/息子 9 (50.0) 4 (21.1) 3 (13.0) 11 (34.4) 8 (25.8) 8 (42.1)
十分 能力が高いから 女性/娘 8 (47.1) 6 (31.6) 3 (13.6) 12 (35.3) 13 (44.8) 6 (30.0)
 2-親の考えの優先 親自身のため、家のため、親の経験、 いつまでも面倒をみなくて済むから、 男性/息子 6 (33.3) 9 (47.4) 13 (56.5) 8 (25.0) 12 (38.7) 5 (26.3)
出生順位・性別、重要視、当然視 家業を継いでもらうからかもしれない 女性/娘 3 (17.6) 7 (36.8) 11 (50.0) 15 (44.1) 7 (24.1) 8 (40.0)
 3-現状懸念 社会的不安、現状改善 世の中が不安定だから 男性/息子 0 (0.0) 3 (15.8) 2 (8.7) 10 (31.3) 10 (32.3) 5 (26.3)
自分のことが全部出来ていない 女性/娘 2 (11.8) 5 (26.3) 4 (18.2) 6 (17.6) 6 (20.7) 5 (25.0)
不明 言動による判断、理由不明 毎日言われるから、 男性/息子 3 (16.7) 3 (15.8) 5 (21.7) 3 (9.4) 1 (3.2) 1 (5.3)
わからない、特別な理由はない 女性/娘 4 (23.5) 1 (5.3) 4 (18.2) 1 (2.9) 3 (10.3) 1 (5.0)
合計 男性/息子 18 (100.0) 19 (100.0) 23 (100.0) 32 (100.0) 31 (100.0) 19 (100.0)






����ー ��ー� 記述� 年�� 15-19歳 20-24歳 25-29歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳
 1-子のための思い 子どものため、子どもの高評価、 苦労をしてほしくないから、 男性/息子 13 (43.3) 6 (27.3) 7 (24.1) 5 (20.8) 14 (41.2) 7 (22.6)
十分 頼りになるから 女性/娘 10 (33.3) 8 (26.7) 10 (32.3) 9 (34.6) 15 (42.9) 7 (41.2)
 2-親の考えの優先 親自身のため、家のため、親の経験、 ニートになったら困る、 男性/息子 15 (50.0) 9 (40.9) 14 (48.3) 10 (41.7) 13 (38.2) 16 (51.6)
出生順位・性別、重要視、当然視 長女だから、親がお金に苦労したので 女性/娘 7 (23.3) 17 (56.7) 14 (45.2) 11 (42.3) 13 (37.1) 5 (29.4)
 3-現状懸念 社会的不安、現状改善 社会全体が不安定だから、 男性/息子 0 (0.0) 5 (22.7) 3 (10.3) 7 (29.2) 7 (20.6) 8 (25.8)
しっかりしてないから 女性/娘 5 (16.7) 4 (13.3) 2 (6.5) 6 (23.1) 6 (17.1) 5 (29.4)
不明 言動による判断、理由不明 そういうことを匂わせる発言をする、 男性/息子 2 (6.7) 2 (9.1) 5 (17.2) 2 (8.3) 0 (0.0) 0 (0.0)
なんとなく、特にない 女性/娘 8 (26.7) 1 (3.3) 5 (16.1) 0 (0.0) 1 (2.9) 0 (0.0)
合計 男性/息子 30 (100.0) 22 (100.0) 29 (100.0) 24 (100.0) 34 (100.0) 31 (100.0)
女性/娘 30 (100.0) 30 (100.0) 31 (100.0) 26 (100.0) 35 (100.0) 17 (100.0)
注) 数字は記述の件数および( )内は性別ごとの各年代の割合である。親世代には、15歳以上の最も年上と最も年下の子どもへの期待の両方が含まれている。性別ごとの各年代で









































����� ���� 記述� 年�� 15-19歳 20-24歳 25-29歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳
 1-子への支援 応援、親の指示、相談 支援する、説得、 男性/息子 0 (0.0) 1 (5.9) 5 (23.8) 16 (55.2) 4 (16.0) 3 (25.0)
とことん話し合う 女性/娘 2 (12.5) 2 (13.3) 0 (0.0) 14 (42.4) 7 (22.6) 5 (27.8)
 2-子の意思の尊重 変化なし、あきらめ、 特になにもならない、 男性/息子 9 (50.0) 4 (23.5) 4 (19.0) 8 (27.6) 14 (56.0) 8 (66.7)
本人の責任、見守り、委ね それはそれで許容される 女性/娘 3 (18.8) 2 (13.3) 4 (25.0) 12 (36.4) 15 (48.4) 8 (44.4)
 3-子への非難 落胆、叱責、見切り、 悲しむ、残念、 男性/息子 8 (44.4) 8 (47.1) 10 (47.6) 4 (13.8) 4 (16.0) 0 (0.0)
親への迷惑 怒る、見捨てられる 女性/娘 8 (50.0) 10 (66.7) 12 (75.0) 5 (15.2) 6 (19.4) 2 (11.1)
不明 不明 考えていない、 男性/息子 1 (5.6) 4 (23.5) 2 (9.5) 1 (3.4) 3 (12.0) 1 (8.3)
分からない 女性/娘 3 (18.8) 1 (6.7) 0 (0.0) 2 (6.1) 3 (9.7) 3 (16.7)
合計 男性/息子 18 (100.0) 17 (100.0) 21 (100.0) 29 (100.0) 25 (100.0) 12 (100.0)
女性/娘 16 (100.0) 15 (100.0) 16 (100.0) 33 (100.0) 31 (100.0) 18 (100.0)





����� ���� 記述� 年�� 15-19歳 20-24歳 25-29歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳
 1-子への支援 応援、親の指示、相談 できるだけ手助けする、 男性/息子 1 (3.8) 2 (8.0) 0 (0.0) 6 (31.6) 5 (14.7) 6 (28.6)
頑張らせる、話し合う 女性/娘 1 (3.6) 0 (0.0) 0 (0.0) 12 (52.2) 12 (34.3) 8 (42.1)
 2-子の意思の尊重 変化なし、あきらめ、 とくにどうもならない、 男性/息子 7 (26.9) 5 (20.0) 9 (30.0) 7 (36.8) 15 (44.1) 9 (42.9)
本人の責任、見守り、委ね 見守っているだけ、子の考えに任せる 女性/娘 2 (7.1) 9 (34.6) 6 (23.1) 7 (30.4) 16 (45.7) 5 (26.3)
 3-子への非難 落胆、叱責、見切り、 がっかりする、ばかにされる、 男性/息子 16 (61.5) 14 (56.0) 18 (60.0) 4 (21.1) 13 (38.2) 3 (14.3)
親への迷惑 申し訳ない 女性/娘 22 (78.6) 15 (57.7) 19 (73.1) 4 (17.4) 5 (14.3) 5 (26.3)
不明 不明 分からない、 男性/息子 2 (7.7) 4 (16.0) 3 (10.0) 2 (10.5) 1 (2.9) 3 (14.3)
まだわからない 女性/娘 3 (10.7) 2 (7.7) 1 (3.8) 0 (0.0) 2 (5.7) 1 (5.3)
合計 男性/息子 26 (100.0) 25 (100.0) 30 (100.0) 19 (100.0) 34 (100.0) 21 (100.0)










の 4 カテゴリーにまとめられた。7グループを 4 カテゴリーに整理する信頼性を確かめるために、親の期
待している理由および親の期待にこたえられない場合の反応予期と同様の手続きで、発達心理学を専門















����ー ��ープ 記述� 年�� 15-19歳 20-24歳 25-29歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳
 1-自由 委ね、気楽さ 子の生き方を尊重する 男性/息子 2 (14.3) 5 (29.4) 2 (15.4) 8 (66.7) 2 (40.0) 2 (50.0)
プレッシャーなどがなくて良い 女性/娘 6 (30.0) 11 (47.8) 12 (48.0) 3 (100.0) 7 (77.8) 3 (75.0)
 2-疑念 本心への疑問 裏で悪く言う 男性/息子 0 (0.0) 2 (11.8) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
あまり重要なことは話し合わない 女性/娘 3 (15.0) 0 (0.0) 2 (8.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
 3-無関心 さびしさ、無駄 もう少し期待してくれてもいいと思う 男性/息子 2 (14.3) 0 (0.0) 1 (7.7) 2 (16.7) 2 (40.0) 2 (50.0)
自分に関心がないのかと思う 女性/娘 3 (15.0) 3 (13.0) 3 (12.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 1 (25.0)
 4-無執着 当然視、特に何も感じない 当然のこと 男性/息子 10 (71.4) 10 (58.8) 10 (76.9) 2 (16.7) 1 (20.0) 0 (0.0)
どうでもいい、特に理由はない 女性/娘 8 (40.0) 9 (39.1) 8 (32.0) 0 (0.0) 2 (22.2) 0 (0.0)
合計 男性/息子 14 (100.0) 17 (100.0) 13 (100.0) 12 (100.0) 5 (100.0) 4 (100.0)






����� ���� 記述� 年�� 15-19歳 20-24歳 25-29歳 15-19歳 20-24歳 25-29歳
 1-自由 委ね、気楽さ 信頼してもらっていると感じる、 男性/息子 3 (33.3) 1 (8.3) 4 (36.4) 1 (16.7) 2 (40.0) 4 (57.1)
気が楽 女性/娘 4 (30.8) 10 (50.0) 12 (57.1) 7 (70.0) 5 (100.0) 9 (100.0)
 2-疑念 本心への疑問 態度が統一していない 男性/息子 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
わからない 女性/娘 0 (0.0) 2 (10.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
 3-無関心 さびしさ、無駄 少し寂しい、 男性/息子 0 (0.0) 1 (8.3) 0 (0.0) 4 (66.7) 3 (60.0) 3 (42.9)
散々期待はずれな目に遭わされたから 女性/娘 4 (30.8) 0 (0.0) 3 (14.3) 1 (10.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
 4-無執着 当然視、特に何も感じない 当然の事、 男性/息子 6 (66.7) 10 (83.3) 7 (63.6) 1 (16.7) 0 (0.0) 0 (0.0)
特に何も感じない、特になし 女性/娘 5 (38.5) 8 (40.0) 6 (28.6) 2 (20.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
合計 男性/息子 9 (100.0) 12 (100.0) 11 (100.0) 6 (100.0) 5 (100.0) 7 (100.0)
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